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電気エネルギー利用技術の向上を通し て

地域と と も に社会の発展に貢献し ます

電気の需要がますます増加し 、

多種多様化する現代社会の中で、

電気エネルギーの安全かつ安定供給は、

重要な社会的使命です。

九州電気保安協会は、

職員一人ひと り が電気技術者であると 同時に、

“ 安全”を 維持し 続けるこ と で、お客さ まから の全幅の

信頼を頂いていると いう こ と を肝に銘じ 、

絶えず研鑽に努めています。

また、お客さ まの多様なご要望にお応え出来るよう 、

「 電気エネルギー利用技術の向上を通し て

地域と と も に社会の発展に貢献する」

と いう 基本理念に基づき 、法令遵守と 品質向上に努め、

最高の「 技術」「 品質」「 サービ ス」を提供し て参り ます。

九州全域の細かな

ネッ ト ワーク

2 4 時間

電気の安全を守る

一人ひと り が

電気技術のプロ

「                              」と いう ブラ ンド は

お客さ まに満足のいただける「 電気の安全と 安心」をお届けするこ と を、お約束いたし ます。

お客さ まの電気の安全確保のため、それぞれのニーズに合わせた各種の業務に

携わっ ています。 業務の大要は、次の４ つの柱で構成さ れています。

保安管理業務

九州電気保安協会一　 　 般
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WORK CONTENTS

自家用電気工作物を設

置さ れたお客さ まの委

託を 受け、電気工作物

の保安管理業務を 行い

ます。

試験技術業務

電気工作物を 設置する

お客さ まから のご要請

を 受け、試験業務等を

行います。

調査業務

九州電力送配電株式会

社の委託を 受けて、一

般用電気工作物（ 主と

し て、ご家庭・ 商店など

の屋内配線設備等）の

調査業務を行います。

広報業務

電気の使用およ び安全

に関する啓発、周知、相

談に関する 業務を 行い

ます。



保安管理業務

電気事業法と 当協会の関わり について解説いたし ます。

「 保安規程」の文案を作成し 国への届出

までのご協力をいたし ます。

九 州 電 気 保 安 協 会 に お 任 せ く だ さ い

①電気使用者の利益の保護　 ②電気事業の健全な発展

③公共の安全の確保　 　 　 　 ④環境の保全　 を目指す

電気工作物の工事、維持及び

運用を規制するこ と により

主にビルや工場など

●受電電圧が6 0 0 Vを超える場合

●構外にわたる電線路がある場合

●自家発電設備がある場合

電力会社の発電所

や変電所など電気

を供給する事業に

使う 工作物

主に一般のご家庭や小売商店など

●受電電圧が6 0 0 V 以下の場合

●構外の電線路を有し ない場合

●自家発電設備を有し ない場合

事 業 用

電 気 工 作 物

一 般 用

事 業 用自 家 用

保安規程の作成・ 遵守1 （ 電気事業法第4 2 条）

電気主任技術者の選任2 （ 電気事業法第4 3 条）

技術基準の維持3 （ 電気事業法第3 9 条）

一口で言えば電気主任技術者の代行制度です。 自家用電気工作物の設置者は電気主任技術者の選任（ 事業場毎に配置）を し

なければなり ませんが、一定の要件を 満たす法人又は個人と 、一定の条件の下で保安管理業務の委託契約を 結べば、電気主

任技術者を 選任し ないこ と ができ ます（ 電気事業法施行規則第 5 2 条）。

電気主任技術者の選任が不要と なり

当協会が代行業務を行います。

電気工作物を適正に維持するための

報告・ 助言をいたし ます。

■ 外 部 委 託 制 度

電気事業法では、自家用電気工作物の設置者に対し 、自主保安体制と し て次の義務を

課し ています。■ 設置者の義務

■ 自家用電気工作物の定義

■ 法の目的（ 保安規制）

当
協
会
に
ご
契
約
い
た
だ
く
と

電気事業法によ る 電気保安体制



保安管理業務

自家用電気工作物を設置さ れたお客さ まの委託を受け、電気工作物の保安管理業務を 行います。

❺電気使用安全や電気知識についてのご協力
当協会は、保安規程に基づく 電気安全研修と し

て、従業員の方々への電気使用安全や電気知識

の習得のための職場研修等を 支援し ます。

①2 4 時間の漏電（ 絶縁状態）監視によるト ラ ブル防止

②装置費用・ 取付費用は不要　 　 ③保安管理業務手数料が割引に
メ リ ッ ト

目に見えない『 漏電』を 早期発見する ために、2 4 時間漏電を 監視する

「 低圧絶縁常時監視装置」の設置を おすすめし ます。■ 低圧絶縁常時監視装置

Check！

24時間体制 Answer

定期点検

❶工事施工時の立会い点検

設備の増設、改修な ど の

時は必要に応じ 立会いを

いた し ま す。 ま た、竣工

時には関係箇所の点検を

行います。

❷定期的な点検〈 月次点検・ 年次点検〉

お客さ ま事業場毎の担当

者が、電気設備の各種点

検を 定期的に行い、そ の

結果を ご報告いたし ます。

❸電気設備ト ラ ブル時の対応

電気設備の停電、ト ラ ブ

ル等が発生し た 場合は、

2 4 時間体制で直ち に出

動し 事故原因の探求、応

急措置を 行います。

❹官庁立入検査立会い

国な ど の立入検査には、

事前の資料作成のお手伝

いのほか、検査に立会い

検査官の専門的な質問に

お答えし ます。

お客さ ま に 提供する サービ ス

自動通報方式

自動的に協会へ
通報し ます。

絶緑常時監視装置

お 客 さ ま

漏電
発生

保 安 協 会

お客さ ま
　 サポート センタ ー

絶縁常時監視装置
受信システム

出動

九州電気保安協会



九州電気保安協会は、お客さ まのいざと いう と き のお役に立てる よう「 受電

設備保証保険」に加入し ています。

１ 年目

停　 電

2 年目

無停電

3 年目

無停電

4 年目

停　 電

5 年目

無停電

6 年目

無停電

※条件によっ ては、無停電年次点検ができ ない場合があり ます。

『 見える化』で
エコに省エネ！
CO 2削減！

①電気料金の削減　 　 ②『 見える化』による意識向上

③省エネルギーの管理　 　 ④初期投資不要　 　 ⑤効率的な設備運用
メ リ ッ ト

①点検のための停電回数の減少　 　 ②保安管理業務手数料が割引にメ リ ッ ト

①落  雷　 ②台  風　 ③水  害主な保証対象

■ 受電設備保証保険

キュ ービク ル等

高圧ケーブル

※昭和5 1 年以前に製造
　 さ れたも のは除く

高圧区分開閉器

● 保険料は一括し て当協会が負担いたし ます。

● 補償の対象機器は、電力会社等と の責任分界点から

　 受電設備の低圧開閉器二次側端子までの機器と

　 なり ます（ 右記図参照）。

● 補償額は 3 0 0 万円までです。

※詳細は担当者へお尋ねく ださ い。

「 停電せずに点検し てほし い」と いう ご要望に、従来毎年行っ ている 停電点

検を ３ 年に１ 回へ延長し た「 無停電年次点検」でお応えし ます。■ 無 停 電 年 次 点 検

お客さ まが使う 電気の使用量を監視し 、省エネへの取組みと コ スト 削減の

お役に立てるサービスです。■ E C O ねっと システム

低圧開閉器

お客さ まA支店

ピー！ピー！使いすぎです！

E C O ねっ と システムが音声やアラ ームで電気の使いすぎをお知ら せ

使いすぎ警報

携帯メ ールE C O モニタ ー

お客さ まB支店

不要な電源をO F F

お客さ まC 工場

保安協会サーバー

お客さ ま本社

W e b で
一括管理

電気料金削減

＆



試験技術業務

電気工作物を 設置する お客さ まから のご要請を 受け、各種の点検・ 測定・ 試験を行います。

調 査 業 務

九州電力送配電株式会社の委託を 受けて、一般用電気工作物

（ 主と し て、ご家庭・ 商店等の屋内配線設備など）の調査業務を 行います。

定期的にご家庭の電力配線などに危険なと こ ろ がないか

安全調査を行い、結果をお知ら せし ます。 また、家屋の新

増設時にも 安全調査を行います。

広 報 業 務

ご家庭・ 商店・ ビル・ 工場などへ広報誌や P R 誌を 配布し たり 、電気使用安全教室を

開催する など、電気を 安全に使っ ても ら う ための啓発、周知及び相談業務を 行います。

● 広報誌「 電気と 保安」の発行（ 隔月）

● リ ーフ レッ ト 、ポスタ ー、チラ シ等の配布

　 なら びにテレ ビ・ ラ ジオ C M 放送

● 電気主任技術者実務セミ ナー

● 電気安全、省エネルギー等、電気に関するご相談

● 電気使用安全教室

● 月次点検： 毎月施設の運転中に行います。 　 ● 年次点検： 毎年１ 回程度、施設の運転を停止（ 停電）し て行います。

❶定期点検業務 定期的に点検・ 測定・ 試験を実施

● 外観点検　 ● 接地抵抗測定　 ● 絶縁抵抗測定　 ● 絶縁耐力試験（ 交流・ 直流）　 ● 保護継電器試験

❸竣工検査業務 新・ 増設工事に伴う 電気設備の測定・ 試験を 行い、電気設備技術基準やその他の法令への適合を 確認

● 工事計画書作成　 ● 保安規程作成および変更　 ● 使用前自主検査要領書作成（ 安全管理審査等）
● 主任技術者の選任届出書作成　 ● 電気事故報告書作成

❹手続支援業務 国、電力会社への提出書類作成のお手伝い

● 各種点検・ 測定・ 解析　 ● 防災業務　 ● 省エネコ ンサルティ ング業務　 ● 監視、監督業務　 ● 事故原因調査業務　 ● 安全・ 教育等

❺ 技 術 業 務 事故原因の探査・ 究明、省エネ法の対応、電気設備と 関連が深い消防用設備等の点検

● 停電点検： 直流絶縁劣化診断、タ ンデルタ 試験、絶縁油の試験、真空遮断器の精密点検、コ ンデンサ容量試験、変圧比・ 各変位測定、避雷器特性試験

● 無停電点検： 赤外線過熱診断、放電箇所探査、ケーブル活線診断、電源波形・ 高調波等測定

❷精密点検業務 定期点検より さ ら に精密な点検・ 測定を実施
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W e b サイ ト でも

情報発信中!

Check！
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